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長野市地域防災計画では、教育部（総務班、家庭･地域学びの班、文化財班）、

文化スポーツ振興部（文化芸術班、スポーツ班）は、避難所の開設・運営を、

財政部市民税班、資産税班、収納班はその支援を行うこととなっている。 

 

しかしながら、令和元年東日本台風災害時に避難所の開設数がこれまでの経

験をはるかに超え、地域防災計画で定められている前述の担当班だけでは開設

班が不足したこと、また当初の開設職員が長時間にわたり勤務を余儀なくされ

たこと等、多くの課題を残したことから、これまでのマニュアルを見直し、風

水害の発生に対応した避難所開設マニュアルを整備する。 

なお、災害が急性期を過ぎてからの避難所運営マニュアルについても別途整

備し、一体的に運用する。 

 

また、避難所における新型コロナウイルス感染症予防対策マニュアル（第３

版：令和２年９月18日）の内容を反映した避難所開設マニュアルとする。 

 

この避難所開設マニュアルの整備と改定は、避難所開設チームが行うものと

し、教育委員会事務局総務課、スポーツ課、財政課（財政部主管課）及び危機

管理防災課が共同して事務局を務める。 

 

避難所開設チームは、教育部総務班、家庭・地域学びの班、文化財班、文化

芸術班、スポーツ班、市民税班、資産税班、収納班及び本部班で構成し、これ

らの各班を代表して、教育部総務班、スポーツ班、財政班（財政部主管課）及

び本部班がチームを運営する。 

避難所開設チーム（災害対策本部）   －     

 （携帯電話）    －      － 

※災害発生後に必要に応じて周知する。 
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  ○本部班（危機管理防災課）は、災害発生の危険性があるとき、または事前に避難

所を開設する必要があるときは、避難所開設チームを招集し、避難所の開設を指

示する。 

  ○避難所開設チームは、直ちに避難所の開設数の見込みを立て、開設数に応じた開

設班を編成し、避難所へ派遣・開設する。 

  ○避難所開設班は、迅速に現地へ行き、避難者の受け入れを最優先に、避難所の開

設準備を行う。※マニュアルどおりに行うことで避難者の受け入れが遅れてしま

うことがないよう留意する。 

    ⇒ 避難所の開設数の見込み 

      ・土砂災害のみであれば６か所以内 

      ・中小河川１本の洪水のみであれば６か所以内 

      ・土砂災害と洪水の複合災害で広範囲に及ぶ場合と、千曲川、犀川の洪水

を含む場合は７か所以上 

    ⇒ 開設班の数 

・開設する避難所の数の２倍とし、２交代制が可能な体制を確保する。 

    ⇒ 開設班の編成 

      ・原則として男性職員と女性職員の最低４名で構成する。 

      ・開設する避難所が６か所以内の場合は、教育部総部班、スポーツ班、市

民税班、資産税班、収納班で構成する。 

      ・開設する避難所が７か所以上の場合は、災害対策本部（または災害警戒

本部）に諮り、全庁的に職員を動員して編成する。 

      ※全庁的に職員を動員する場合は、本部会議へ、開設する避難所の名称、

数、開設に必要な人数、部局ごとの動員人数案等を示して、協議・決定

を依頼する。（可能な限り本部連絡員会議で事前に調整する。） 

    ⇒ 避難所となる施設所管班へ、避難所の開設を連絡する。 

    ⇒ 避難所開設班は、次ページの携行品を受け取り、現地へ行き、避難所を開

設する。 

    ⇒ 避難所開設に必要な庁用車が不足する場合は、管財班に依頼し手配する。 

    ⇒ 避難所開設チームは、避難所備蓄、防災備蓄倉庫の備蓄の状況、想定され

る避難者数等により、各避難所において、飲料水、毛布、シート等の物品

の不足が見込まれる場合は、（仮称）物的支援チームに供給の検討を依頼す

る。 

    ⇒ 避難所開設チームは、避難所が社会体育館である等、体調不良者や要配慮

者等の専用スペース確保が困難なことが見込まれ、近くに代替となり得る

市有施設がある場合は、当該市有施設の施設所管班に専用スペースの提供

を依頼する。ただし、その専用スペースの設営等は、当該避難所の開設班

が行うことを原則とする。（近くに代替となり得る民間施設がある場合は、

借用が可能か検討する。） 

災害発生の可能性 → 避難所開設指示 
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   ※上記のほか、必要に応じて避難者へ提供する食事や物資の購入のため現金を預

かる場合があるが、適切な管理、使用した場合の領収書の保管等、公金の管理

に細心の注意を払うこと。 

 

  

【開設班の携行品】 本部で受け取るもの 

 ・本マニュアル 

・看板、掲示物、ハンドスピーカー（拡声器） 

・避難者名簿（様式１） 

・避難者健康チェックシート（様式２） 

・避難所開設・定時報告書（様式３） 

・開設時の掲示物（掲示物１から５） 

・新型コロナウイルス避難生活お役立ちサポートブック（JVOAD） 

・筆記用具(ボールペン、マジック類) 

・セロテープ、紙テープ、ビニールテープ等 

・懐中電灯、ラジオ  ・非接触型体温計 

・ＭＣＡ無線機（台数に限りがあり、また使用できない状況も想定 

されるため、個人の携帯電話を使用する場合があることを承知し 

てください。） 

【開設班の携行品】 西長野倉庫で受け取るもの 

・マスク（２箱（100枚）） 

・手指消毒液（３本）  ・施設用の消毒液（２本） 

・使い捨て手袋（50双） 

・消毒用のウエス（タオル）10枚 

・ハンドソープ（４個） 

・手洗い用ポリタンク（４個） ・手洗い受け用バケツ（４個） 

・手洗い用テーブル（１台） 

・ペーパータオル（10個） 

・ガウン（防護服） 

・シューズカバー・ゴーグル（各10個） 

・ごみ袋（10袋） 

・養生テープ（３個） 

・簡易トイレ（３セット） 
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避難所到着後直ちに施設管理者と協力し、避難所を開設するため、以下の事項を

実施する。（状況に応じて実施できる事項から順次実施する。） 

なお、本部班は、必要に応じて各区の自主防災会や各住民自治協議会防災担当部

会等に協力を要請する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    なお、開設に当たり、以下の点に留意する。 

◇ 安全上問題のない門扉はすべて開放し、立ち入り可能な場所を明示する。 

◇ 災害の危険性が認められるときは、避難所開設チームに指示を仰ぐ。 

（閉鎖する場合は、他の避難所へ誘導する。） 

◇ 不明な点等は、避難所開設チームへ連絡、相談する。 

 

  

【様式３により確認】 

・避難者の有無の確認 

・避難所の浸水と土砂災害の安全性の確認（目視） 

・電気、水道、下水道、都市ガス、電話（固定・携帯）の確認 

・連絡手段の確立 

・情報収集手段の確立（施設管理者と協力し、できる限りテレビを 

設置する。テレビが設置できない場合はラジオを設置する。） 

※原則、テレビはＮＨＫ総合、ラジオはＮＨＫ第１（819MHz）。 

・駐車場の状況の確認 

・避難所周辺の道路状況の確認 

・避難スペースの確保（シートの敷設 必要に応じ区割りなど） 

・障害者等の要配慮者専用スペース（部屋）の確保 

 （バリアフリー、静かな場所、プライバシー等に配慮） 

・体調不良者の専用スペース（部屋）、専用トイレの確保 

・ペット連れ避難者の専用スペースの確保 

・避難所看板の掲出 

・感染症予防の啓発ポスターの掲出 

・避難者の手洗い場所、手指消毒、検温、健康チェックシート（様式

２）記載場所の確保 

・下履きと上履きの境の明確化 

到着後、直ちに実施すること 

避難所到着 → 避難所開設 
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避難所内に事務所を設置する。 

 

 

 

 

 

    ◇当面は、受付等が必要なため、避難所入口や避難スペースに隣接して開設す

る。状況により、施設管理者へ依頼し、会議室等を確保する。 

 

 

 

避難所の開設ができた段階で、避難所開設チーム（または教育部総務班、スポー

ツ班）へ開設報告を行う。（口頭可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※避難所開設チームは、各避難所からの様式３による報告をホワイトボード等

に掲示する。（口頭の場合は様式３に記入する。） 

 

 

 

本部班は、原則として、避難所の開設ができた段階（前項の報告を受けた段階）

で、避難所の開設を公表する。 

開設の公表は、できるだけ避難情報の発令にあわせて避難先として公表すること

とするが、避難情報の発令前やそれに間に合わなかった場合は、単独で公表する。 

公表の方法は、Ｌアラートによる報道機関への伝達、防災行政無線の放送、防災

情報ポータルサイトへの掲載、 防災メールやツイッター等による情報機器への伝

達、該当地区住民自治協議会への口頭での伝達等によるものとする。 

避難所の開設準備を進めていることを公表する場合は、その避難所の開設班から

状況を聞き取り、開設前に避難者が殺到することがないように配慮する。 

 

 

 

   ①避難者の受付 ※個人情報の取扱いに十分注意 

事務所の設置 

・受付等の掲示 

・書類、事務用品等の準備 

・無線や電話などの通信手段の確保（再掲） 

・職員の私物の管理場所の確保 

避難所開設の報告 

【報告事項】 

・避難所名、開設日時、避難者数（世帯、人数） 

・避難所の混雑状況（受入不可、混雑、やや混雑、余

裕ありなど） 

・避難所と周辺の状況 

・避難スペースの状況 

・様式３の内容を報告 

避難者の受け入れ 

避難所責任者・班長の選任 

避難所開設の公表 
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    ○施設の規模に対して避難者が多い場合は、健康上問題のない方に、車中での

待機を依頼する。 

    ○人数が非常に多く、収容できない（と予想される）場合は、避難所開設チー

ムへ対応を要請する。 

     （想定される対応策） 

      ・他の避難所を開設 

      ・ホテル、旅館等へ避難者の受け入れを要請 

      ・他市町村へ避難者の受け入れを要請 

    ○最低限の感染症対策を実施したうえで、可能な限り避難者を受け入れる。 

     ・入口で検温を実施、マスクの着用を依頼 

     ・避難者健康チェックシート（様式２）の記入依頼、体調不良者等の対応 

    ○避難者名簿（様式１）の作成 

     可能な方には記入を依頼する。必要に応じて聞き取りして記入する。 

     ※非常に混雑し避難者名簿の作成が困難な場合は、健康チェックシートで 

代用する。 

   ②避難所内でのスペースの割振り 

・避難所内でのスペースを、以下の区分を目安に割り振る。 

 

 

 

 

 

 

 

   ③避難者名簿の作成 

・避難者名簿（様式１）を作成し、入所している避難者を把握する。 

・避難者が退所する場合は、退所後の行き先の把握に努める。 

   ④避難所駐車場での車中避難者への配慮 

    ・避難所屋内での避難者の受け入れが一段落した段階で、駐車場等を見回り、

受け付けしていない車中避難者の受け付けを行う。 

    ・健康チェックシート（様式２）の記入依頼、避難者名簿の作成を行い、車中

避難者を把握する。 

    ・エコノミークラス症候群や体調の急変に注意を促す。 

 

  

・体調不良者 ※ケガや浸水による冷え等で緊急を要する場合は、 

119番で救急要請を行う。 

・体調不良者 ※感染症の疑いのある場合は、専用の部屋または 

スペースへ入ってもらう。 

・配慮が必要な高齢者や障害者等  ・ペットの有無 

・避難者世帯  ・住所（区等）  ・帰宅困難者  ・性別 等 
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例）受付の流れ・避難所レイアウト 

 

施設の状況により下図を参考に配置をしてください。 

 

（１） 受付の流れ（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）避難スペースのレイアウト（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従来の配置例 

感染症対策配置例 

体温計が手配できた場合

は受付前に検温を実施 
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避難所の屋内へのペットの持ち込み禁止を徹底する。 

ペットを屋内に持ち込んだ避難者がいる場合は、屋外での飼養に理解を求め、や

むを得ない場合は、施設管理者の指示に従って、同伴避難のための部屋やスペース

を設ける等、他の避難者へ配慮する。 

「人の避難が最優先、ペットはその次」という意識があるが、「ペットを連れた人

の避難」という意識で対応する。 

なお、盲導犬、介助犬、聴導犬はペットには当たらないため、避難所への同伴を

許可するが、要配慮者として避難スペースを確保し、他の避難者へ配慮する。 

①屋外のペット専用スペース 

    ・施設管理に支障がない屋外で、屋根などにより雨が当たらない場所にペット

専用のスペースを確保する。 

    ・ルールを定め、飼い主の責任で管理してもらう。 

    ・ペット専用スペースは、テント、自転車置き場等の屋根のある場所では、シ

ート、壁等で囲いを作る。また、倉庫、廊下等を利用することも検討し、防

寒又は防暑に努める。 

   ②屋内でのペット同伴避難スペース 

    ・施設管理者の了解を得て設置する。 

    ・ペットと一緒に避難者が生活できるようなスペースの割り振りを行う。 

    ・ルールを定め、飼い主の責任で管理してもらう。 

   ③避難所駐車場でのペット同伴の車中避難 

    ・避難所の混雑を避けるために避難所駐車場で車中避難をしている他の避難者

と同様に対応する。 

    ・エコノミークラス症候群や体調の急変に注意し、必要に応じて、ペット専用

スペースまたは食品生活衛生班が行う一時預りを利用すること等により、ペ

ット一緒に車中に滞在することを避けるよう促す。 

     保健所部食品生活衛生班（動物愛護センター）（２６２－１２１２） 

 

 

 

派遣職員は、概ね12時間ごとの２交代制とするが、避難所ごとに従事開始時間が

違うことや、12時間経過時が深夜など、職員の交代にそぐわない場合があることか

ら、各避難所の状況に応じて、避難所開設チームが交代職員を確保し、それぞれの

避難所に交代時間を連絡する。 

 

 

  

飼養動物（ペット）への対応 

派遣職員の交代 
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   ①避難所責任者 

    ・避難所の運営段階（次ページ参照）に入るまでの間、派遣職員のうち１名が

避難所責任者となる。 

    ・避難所責任者は、避難所及び避難者の状況を把握し、派遣職員、施設職員、

避難者等と協力して、開設段階の避難所運営にあたる。 

    ・避難所責任者は、避難所開設チームへの報告、連絡、相談を行う。 

    ・避難所責任者は、避難所に来訪した報道機関への対応を行う。 

※避難者の同意があった場合を除き、避難者が特定できるような撮影やイン

タビューは禁止する。（ＤＶ被害者等への配慮のため） 

※報道機関の屋内への立ち入りは、原則として禁止する。 

    ・避難所責任者は、避難所に来訪した安否確認者への対応を行う。 

※避難者の同意があった場合を除き、避難者が特定できるような回答、撮影

は禁止する。（ＤＶ被害者等への配慮のため） 

    ・避難所責任者以外の派遣職員は、避難所責任者に協力して業務にあたる。 

   ②避難所補助者 

・必要に応じて、避難者あるいは避難所が所在する地区の役員等の中から、避

難所補助者を選任する。 

・避難者のうちから避難所補助者を選任する場合は、様々な専門性の有無、  

地区役員、避難スペースの割り振り等を参考にする。 

    ・避難所補助者は、避難所運営が組織化されるまでの間、派遣職員、施設職員

と協力して、避難所の施設保全、清掃等の生活環境の維持、避難者名簿の作

成、避難者への情報伝達、物資等の配布、避難者の意見等の取りまとめ等を

行う。 

    ・避難所補助者は、避難者の個人情報の管理に十分注意する。 

    ・避難所補助者は、自宅の被災等により食事の支援が必要な避難者の把握を行

う。 

 

 

 

避難所開設後、深夜など避難者数に変化がないときを除き、おおむね１時間に１

回、避難所開設チーム（または教育部総務班、スポーツ班）へ定時報告を行う。（口

頭可） 

報告内容は、様式３による。 

   避難所開設チームは、各避難所からの様式３による報告をホワイトボード等に掲

示する。（口頭の場合は様式３に記入する。） 

避難所開設 → 避難所運営 

避難所責任者、避難所補助者 

避難所責任者・班長の選任 

避難所状況の定時報告 



11 

 

 

 

避難指示などの避難情報の発令、解除の情報、避難者が居住する地域での災害発

生情報は、避難者にとって、避難所に居続けるか帰宅するかの重要な情報であるた

め、避難所開設チームとも連絡を取り合いながら、避難所責任者を中心に、避難者

への情報伝達を行う。 

また、河川が氾濫したことなど、帰宅することが危険な状況の情報は避難者に必

ず伝達する。 

避難者が自ら情報を取得できるよう、テレビやラジオ等の設置に努めるともに、

携帯電話を持たない避難者が親族等と連絡を取れるよう、災害時用公衆電話の設置

を本部班に依頼する。 

 

 

 

避難者の健康管理が必要な場合や、感染症対策で不明な点は、保健所部健康班 

（２２６－９９６１）へ連絡する。傷病者は、救急搬送等により対応する。 

 

 

 

要配慮者＝乳幼児、妊産婦、高齢者、障害者、女性、日本語がわからない外国籍

住民等 

要配慮者については、以下の各班へ対応を依頼する。 

・保健福祉部福祉政策班（２２４－５０２８） 

・高齢者活躍支援班（２２４－５０２９） 

・地域包括ケア推進班（中部包括支援センター）（２２４－７１７４） 

・障害福祉班（２２４－５０３０） 

・保健所部健康班（２２６－９９６１） 

・こども政策班（２２４－６７９６） 

・観光振興班（インバウンド・国際室）（２２４－５４４７） 

・人権・男女共同参画班（２２４－５０３２） 

なお、避難所開設チームは、各避難所における要配慮者の状況に応じて、保健福

祉部福祉政策班と福祉避難所の開設の協議を行うとともに、各部局と相談して、協

定に基づく２次避難所の設置を行う。 

 

 

 

避難者が多く、避難者への対応が困難で、派遣職員の増員が必要な場合（予想さ

れる場合）は、避難所責任者は避難所開設チームへ増員を要請する。 

 

 

 

派遣職員の増員 

避難所責任者・班長の選任 

避難情報や災害情報の伝達 

避難所責任者・班長の選任 

避難者の健康管理 

要配慮者への対応 
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  災害が急性期を過ぎ、避難所の運営段階に入った時点で、避難所開設チームの了解

を受けて、避難所ごとに運営委員会を組織化する。 

  本部では、避難所開設チームから避難所運営チームへ組織を移行する。 

 ※「災害が急性期を過ぎ、避難所の運営段階に入った時点」の考え方 

風、雨、水位が落ち着き、救助活動が概ね終了し、自宅等の被災により、避難所で

１週間程度またはそれ以上避難生活を送る必要がある避難者（被災者）がいること

が分かった時点。（内閣府の避難所運営ガイドラインの初動期と応急期に相当し、長

くて３日以内を想定。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難所責任者は、避難者数や被災状況に応じて、避難者や施設管理者と避難所の

閉鎖を検討し、避難所開設チームに相談する。 

避難所開設チームは、当該避難所の避難者が居住する地域への避難情報が解除さ

れているか、今後の災害発生の恐れがないか、実際の避難者数等から、避難所の閉

鎖を決定し、避難所責任者へ閉鎖を指示する。 

 

 

 

避難所の閉鎖が決定した場合は、避難所責任者等の派遣職員は、避難所閉鎖を避

難者に伝えると共に、使用備品の返納、施設の清掃等を行い、施設の原状回復を行

う。 

また、感染症対策のため、避難所の消毒等を行う。 

避難所責任者は、避難所名、閉鎖日時を避難所開設チームへ口頭で報告した後、

避難者名簿と開設時に携行した物品等を本部へ提出・返却する。 

避難所の施設管理者は原状回復後、早期に本来の施設機能を再開する。 

 

  

避難所の撤収 

避難所責任者・班長の選任 

避難所閉鎖の検討 

避難所責任者・班長の選任 

避難所の閉鎖 

避難所運営段階への移行 

避難所責任者・班長の選任 
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様式１ 

避 難 者 名 簿 
 

避難所名                   

※世帯単位で記入してください｡ 

入所日時 年   月   日    時   分 

住 所  携帯電話番号  

世帯主  
車の車種、 

色、ナンバー 
 

 

親族、地域役員

等からの安否確

認への回答 

□可  （必ず以下の全員の同意を得てチェック） 

□不可 （ＤＶ被害等の事情により情報開示を希望しない場合） 

続柄 世帯員の氏名 年齢 性別 避難先 
食事支援 

の要否 

配慮事項 

（障害・要介護等） 

世帯主 上記と同じ   避難所 ・ 在宅 ・ その他 必要 ・ 不要  

    避難所 ・ 在宅 ・ その他 必要 ・ 不要  

    避難所 ・ 在宅 ・ その他 必要 ・ 不要  

    避難所 ・ 在宅 ・ その他 必要 ・ 不要  

    避難所 ・ 在宅 ・ その他 必要 ・ 不要  

    避難所 ・ 在宅 ・ その他 必要 ・ 不要  

    避難所 ・ 在宅 ・ その他 必要 ・ 不要  

その他（避難所運営者に知っておいて欲しいことなど） 

ペット同行 種類  頭数  

 

退所時記入欄 
退所年月日 年   月   日 連絡先  

退所後住所  

※本紙の取扱いに注意。避難所閉鎖後は本部班へ提出。 
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様式２ 

避難者健康チェックシート 

お一人ずつ記入し、世帯でまとめて提出してください。 

 

記入日時     月    日 ：    時    分  

住 所  年 齢  

氏 名  携帯電話  

 

*体調をチェックして、受付に渡してください。 

現在の体温      ．   ℃ （平熱      ．   ℃） 

風邪の症状や発熱が数日間続いている はい いいえ 

強いだるさ（倦怠感）がある はい いいえ 

息苦しさ、呼吸のしづらさがある はい いいえ 

せき症状、のどの痛みがある  はい いいえ 

下痢、嘔吐の症状がある はい いいえ 

味や匂いが分からない症状がある はい いいえ 

治療中の病気（糖尿病、心不全、呼吸器疾患など）がある はい いいえ 

 

*当てはまる項目にチェックしてください。 

□ 新型コロナウイルス陽性者で、経過観察中である 

□ 新型コロナウイルス陽性者の濃厚接触者で、健康観察中である 

□ 帰国（入国）後の健康観察中である 

□ PCR検査の結果待ちである 

□ 該当なし 

 

その他の健康面で伝えておきたいこと 
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様式３ 

避難所 開設・定時 報告書 

１ 報告日時、報告者    ／   時   分  報告者： 

２ 開設日時 年   月   日   時   分 

３ 避難所名 

 

 

連絡先（TEL               ） 

４ 混雑状況 □これ以上の受入不可能  □混雑している  □余裕がある 

５ 避難者・避難世帯数 

      世帯     人 

 （男：    人 女：    人 不明：    人） 

６ 今後の避難者数の見込み □増加傾向 □減少傾向 □変化なし  

７ 災害の危険性 □浸水の危険性あり □土砂災害の危険性あり □安全 

８ ライフライン 
□停電 □断水 □トイレ使用不可 □都市ガス不通 

□固定電話不通 □携帯電波なし（キャリア：     ） 

９ 連絡手段 

□固定電話（    －      ） 

 □携帯電話（    －      －      ） 

 □ＭＣＡ無線 

10 情報収集手段 
□テレビ □ラジオ □防災行政無線（戸別受信機） 

□インターネット（施設・個人）  □その他（      ） 

11 駐車場 □余裕なし   □余裕あり   □駐車不可 

12 道路状況 □通行可 □片側通行可 □渋滞 □通行不可 

13 
要配慮者の 

スペース 

□専用の部屋を確保（   部屋） 

□専用のスペースを確保       □確保できない 

14 ペット避難 
□屋外にペット専用スペース  □屋内にペット専用スペース 

□屋内で飼い主と一緒のスペース  □確保できない 

15 感染症対策の実施状況 
□検温、手指消毒の実施  □健康チェックシートの記入 

□避難者間の距離確保   □間仕切り等の設置 

特記事項（人命に関わることや必要な物資など、緊急性の高い連絡事項） 

 

※この報告書は、避難所開設直後に報告します。 

※発信者側からの送付が困難な場合は、受信者側で聞き取った内容を記載します。 
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掲示物１（Ａ３に拡大） 

受 付 
・避難者名簿は世帯全員分をまとめて記入。 

・健康チェックシートは世帯全員がそれぞれ記入。 

・風邪などで体調がすぐれない方は、必ず申し出 

てください。 

・駐車場の車中で待機する方も、避難者名簿、健康

チェックシートに記入してください。 

・避難所では、会話する際のマスクの着用、手洗い

や手指消毒等の基本的な感染症対策を徹底して

ください。 

・避難所を退所されるときは、申し出てください。 
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掲示物２（Ａ３に拡大） 

お 願 い 
 

新型コロナウイルス等感染症対策のため、以下の事項に

ついてご協力をお願いします。 

１ 出入りの際は、手洗い、又は手指の消毒を徹底してい

ただくようお願いします。 

２ マスクを着用していただくようお願いします。 

３ 室内は定期的に換気を行います。 

４ 避難者が増えてきた場合、移動をお願いする場合があ

ります。 

また、以下に当てはまる方は、必ず受付職員に申し出て  

ください。 

１ 風邪の症状や発熱が数日間続いている 

２ 強いだるさ（倦怠感）がある 

３ 息苦しさ、呼吸のしづらさがある 

４ せき症状、のどの痛みがある  

５ 下痢、嘔吐の症状がある 

６ 味や匂いが分からない症状がある 

７ 新型コロナウイルス陽性者で、経過観察中である 

８ 新型コロナウイルス陽性者の濃厚接触者で、健康観察

中である 

９ 帰国（入国）後の健康観察中である 

10 PCR 検査の結果待ちである 
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掲示物３（Ａ３に拡大） 
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掲示物４（Ａ３に拡大） 
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掲示物５（Ａ３に拡大） 
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